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松
江
市
で
は
１
８
日
、
日

本
共
産
党
の
尾
村
利
成
県

議
、
吉
儀
敬
子
、
田
中
は
じ

め
両
市
議
、
舟
木
け
ん
じ
、

た
ち
ば
な
ふ
み
両
市
議
予
定

候
補
、
岩
田
剛
東
部
地
区
委

員
長
が
商
店
街
前
で
宣
伝

し
、「
内
政
、
外
交
、
政
治
モ

ラ
ル
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

行
き
詰
ま
っ
た
『
安
倍
政
治
』

を
継
承
す
る
菅
政
権
に
未
来

は
な
い
。
い
ま
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
安
倍
政
治
が
残

し
た
数
々
の
負
の
遺
産
を
一

掃
し
、
大
本
か
ら
転
換
す
る

こ
と
だ
」
と
述
べ
、「
市
民
と

野
党
の
共
闘
勝
利
と
日
本
共

産
党
の
躍
進
で
政
治
の
未
来

を
切
り
開
こ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。（
写
真
） 

尾
村
県
議
は
「
国
会
で
の

代
表
質
問
や
衆
参
予
算
委
員

会
の
論
戦
で
菅
政
権
の
政
治

姿
勢
と
政
策
を
た
だ
す
こ
と

が
急
務
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

尾
村
県
議
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
を
抑
止
す
る
た
め
に

は
「
検
査
に
よ
っ
て
感
染
拡

大
を
抑
え
込
む
立
場
」
に
立

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、「
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
診
断
目
的
か
ら

防
疫
目
的
の
観
点
で
実
施
す

る
時
だ
」
と
指
摘
。
医
療
機

関
や
福
祉
施
設
、
学
校
な
ど

集
団
感
染
に
よ
る
リ
ス
ク
が

高
い
施
設
に
勤
務
す
る
職

員
、
出
入
り
業
者
へ
の
定
期

的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
を
行
い

安
全
・
安
心
の
社
会
基
盤
を

つ
く
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
３
割
以
上
の
収
入

減
少
が
見
込
ま
れ
る
人
に
対

す
る
国
保
料
の
減
免
・
免
除

実
績
が
、
松
江
市
で
は
わ
ず

か
２
０
０
件
程
度
で
申
請
率

は
０
・
８
５
％
し
か
な
い
こ

と
を
紹
介
。
生
活
に
困
っ
て

い
る
人
へ
の
緊
急
小
口
資
金

な
ど
生
活
福
祉
資
金
の
特
例

貸
付
、
住
居
確
保
給
付
金
な

ど
市
町
村
と
連
携
し
、
各
種

支
援
制
度
を
強
力
に
周
知
徹

底
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

小
村
浩
二
健
康
福
祉
部
長

は
国
保
料
の
減
免
に
つ
い
て

は
「
中
小
企
業
特
別
相
談
窓

口
で
の
周
知
に
つ
い
て
商
工

会
議
所
に
依
頼
し
た
」
と
答

え
ま
し
た
。 

尾
村
氏
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
る
外
食
用
需
要
の
急
減

で
米
の
過
剰
在
庫
が
生
ま

れ
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
２
０
年

産
米
価
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
は

１
９
年
産
よ
り
３
０
０
円
減

の
１
万
２
６
０
０
円
（
６
０

㌔
）
と
発
表
し
て
い
る
と
し

「
国
に
政
府
備
蓄
米
の
買
い

入
れ
を
大
幅
に
増
や
し
、
需

給
安
定
へ
の
責
任
を
果
た
す

よ
う
求
め
る
べ
き
」
と
述
べ
、

県
と
し
て
営
農
意
欲
を
か
き

た
て
る
積
極
的
な
支
援
策
を

講
じ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

松
江
北
道
路
ル
ー
ト
案
に

影
響
す
る
土
地
所
有
者
は
概

ね
２
５
０
人
、
影
響
が
あ
る

建
物
は
２
０
棟
あ
り
ま
す
。 

 

尾
村
県
議
は
、
所
有
者
の

特
定
が
困
難
な
土
地
や
建
設

計
画
に
疑
義
を
持
つ
関
係
権

利
者
も
あ
り
、
用
地
買
収
は

困
難
だ
と
指
摘
し
、「
住
民
合

意
が
不
十
分
な
た
め
に
完
成

ま
で
１
５
年
を
要
し
た
城
山

北
公
園
線
の
教
訓
に
学
ぶ
べ

き
」
と
強
調
。「
物
流
の
効
率

化
、
渋
滞
緩
和
が
建
設
目
的

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
テ

レ
ワ
ー
ク
が
進
む
な
ど
社
会

情
勢
が
激
変
し
た
」
と
述
べ
、

災
害
が
多
発
す
る
状
況
も
見

据
え
、
今
日
時
点
で
建
設
の

是
非
を
全
市
民
的
に
議
論
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

丸
山
知
事
が
「
地
域
振
興

と
防
災
の
観
点
か
ら
必
要
」

と
答
え
た
の
に
対
し
、
尾
村

氏
は
「
北
道
路
の
近
傍
に
宍

道
断
層
が
走
り
、
松
江
の
河

川
整
備
率
は
２
割
程
度
し
か

な
く
、
災
害
に
強
い
ま
ち
と

は
言
え
な
い
」
と
指
摘
し
、

北
道
路
建
設
よ
り
防
災
・
減

災
事
業
こ
そ
優
先
す
べ
き
だ

と
訴
え
ま
し
た
。 

サ
イ
ト
バ
ン
カ
建
物
の
巡

視
未
実
施
問
題
で
、
中
電
が

再
発
防
止
策
を
取
り
ま
と
め

た
報
告
書
（
８
月
３
１
日
）

は
、
現
場
写
真
を
巡
視
記
録

に
添
付
す
る
な
ど
小
手
先
な

対
策
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。 

尾
村
県
議
は
「
中
電
、
協

力
会
社
の
職
員
が
福
島
原
発

事
故
の
教
訓
や
原
発
事
故
が

生
存
権
、
財
産
権
な
ど
基
本

的
人
権
を
奪
い
去
っ
た
事
実

を
深
く
学
び
認
識
す
る
こ
と

こ
そ
根
本
的
な
再
発
防
止
策

だ
」
と
強
調
し
、
知
事
の
認

し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
女

性
へ
の
影
響
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
本
年
５
月
～

６
月
）
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
経
済
的
困
難
な
ど
を
訴

え
る
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

「
特
別
定
額
給
付
金
」
の
受

給
権
者
が
「
世
帯
主
」
と
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら
批
判

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

尾
村
県
議
は
「
給
付
金
は
世

帯
主
で
は
な
く
、
個
人
へ
」
と

の
声
を
重
く
受
け
止
め
、
受
給

権
者
は
個
人
と
す
べ
き
と
述

べ
、「『
世
帯
主
』
規
定
は
廃
止

す
べ
き
」
と
強
調
。
政
策
決
定

に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

半
場
祐
子
女
性
活
躍
推
進

統
括
監
は
「
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

女
性
の
参
画
拡
大
を
図
る
必

要
が
あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

識
を
質
し
ま
し
た
。
丸
山
知

事
は
昨
年
現
地
を
訪
れ
、
福

島
原
発
事
故
の
発
生
状
況
や

困
難
な
中
で
の
避
難
状
況
等

を
確
認
し
た
と
前
置
き
し
、

「
こ
う
い
っ
た
事
故
を
二
度

と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と

の
思
い
を
強
く
し
た
。
中
電
や

協
力
会
社
も
そ
う
し
た
意
識

を
常
に
持
ち
、
業
務
に
取
り
組

ん
で
頂
き
た
い
」
と
答
弁
し
、

「
県
と
し
て
引
き
続
き
、
立
入

調
査
等
に
よ
り
意
識
面
も
含

め
、
改
善
状
況
を
確
認
し
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
尾
村
氏
は
、
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
も
取
り
上
げ
、
「
原

発
を
再
稼
働
す
れ
ば
使
用
済

み
燃
料
の
プ
ー
ル
は
あ
ふ
れ

出
し
、
再
処
理
す
れ
ば
使
う
当

て
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が

た
ま
り
続
け
、
処
理
方
法
の
な

い
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

が
増
え
続
け
て
し
ま
う
」
と
指

摘
。「
問
題
を
解
決
す
る
道
は
、

原
発
か
ら
の
撤
退
の
政
治
的

決
断
を
行
う
以
外
に
な
い
」
と

強
調
し
ま
し
た
。 

 

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
緊

急
経
済
対
策
で
、
国
保
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
減
免
を
行
う

よ
う
地
方
自
治
体
に
求
め
、

全
額
財
政
支
援
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
対
象

者
は
相
当
数
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
申
請
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
。
丁

寧
で
わ
か
り
や
す
い
チ
ラ
シ

配
布
な
ど
改
め
て
周
知
徹
底

を
行
い
、
商
工
会
等
と
協
力

し
て
該
当
者
へ
の
声
か
け
、

窓
口
対
応
の
改
善
を
要
請
し

ま
し
た
。 

ま
た
、
政
府
は
離
農
や
耕

作
放
棄
を
防
ぎ
、
食
糧
自
給

率
を
維
持
・
回
復
す
る
た
め

に
、
農
業
も
持
続
化
給
付
金

の
対
象
に
加
え
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
は
国
会
で

「
農
林
業
の
個
人
事
業
者
に

つ
い
て
は
、
前
年
月
収
の
算

出
方
法
な
ど
独
特
の
判
断
方

法
を
採
用
し
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
農
林
業
者
が
対
象
に
な
る

よ
う
手
続
き
を
定
め
た
」
と

答
弁
し
て
い
ま
す
。
奥
出
雲

町
の
農
林
業
、
家
族
農
業
を

守
る
た
め
に
、
こ
の
申
請
の

推
奨
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

（
「
田
食
道
弘
の
ほ
ん
だ
に

ニ
ュ
ー
ス
」
よ
り
） 

 

多
田
議
員―

指
定
避
難
所

で
３
密
対
策
や
備
蓄
が
不
十

 

８
月
３
日
～
１
７
日
ま
で

仁
摩
図
書
館
で
「
高
校
生
が

描
く
被
爆
体
験
画
展
」
が
、

図
書
館
と
新
日
本
婦
人
の
会

の
共
催
で
開
か
れ
、
約
７
０

０
人
が
来
館
し
ま
し
た
。 

原
爆
被
害
の
実
相
を
後
世

に
伝
え
、
被
爆
体
験
を
継
承

す
る
た
め
に
、
広
島
平
和
記

念
資
料
館
と
広
島
市
立
基
町

高
等
学
校
が
共
同
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
０
７

年
～
１
５
年
末
現
在
で
６
３

作
品
が
完
成
し
て
い
ま
す
。 

高
校
生
は
被
爆
体
験
証
言

者
か
ら
話
を
聞
き
、
約
１
年

か
け
て
仕
上
げ
ま
す
。
被
爆

者
の
「
こ
ん
な
思
い
を
他
の

誰
に
も
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
切
実
な
願
い
を

自
分
の
も
の
に
し
、
筆
舌
に

尽
く
し
が
た
い
体
験
を
一
枚

の
絵
に
描
き
上
げ
て
い
ま

す
。
（
「
大
田
民
報
」
よ
り
） 

分
な
も
の
も
あ
っ
た
。
避
難

所
の
運
営
を
検
証
し
た
か
。 

総
務
課
長―

避
難
者
の
検

温
・
症
状
確
認
・
避
難
者
同

士
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
・
手
指

の
消
毒
な
ど
を
行
っ
た
が
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
消
毒
液

な
ど
備
蓄
が
不
十
分
な
避
難

所
も
あ
っ
た
。
今
後
は
、
早

急
に
備
蓄
の
配
備
や
感
染
症

対
策
を
徹
底
す
る
。 

多
田
議
員―

２
年
前
の
避

難
の
経
験
か
ら
「
避
難
所
は

し
ん
ど
い
」
と
避
難
を
忌
避

す
る
人
も
い
た
。
今
回
の
避

難
者
（
１
６
５
人
）
や
避
難

訓
練
の
参
加
者
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
運
営
改
善

に
つ
な
げ
る
よ
う
求
め
る
。 

総
務
課
長―

地
域
住
民
・

関
係
機
関
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
特
に
桜
江
町
で
は
「
小

さ
な
拠
点
づ
く
り
」
の
取
り

組
み
の
中
で
進
め
る
。
（
「
ご

う
つ
民
報
」
よ
り
） 

前号 1367号「地域

の話題アレコレ」の

江津の話題で「有

服温泉」とあるのは

「有福温泉」の誤り

でした。 


